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仕
し

事
ご と

・
在
ざ い

留
り ゅ う

資
し

格
か く

労
ろう

働
どう

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

労
ろう

働
どう

相
そう

談
だん

日
に

本
ほ ん

で働
はたら

く

労
ろう

働
どう

契
けい

約
やく

の締
てい

結
けつ

出
しゅつ

入
にゅう

国
こく

在
ざい

留
りゅう

管
かん

理
り

局
きょく

p55 p56 p56

p53

公
こう

共
きょう

職
しょく

業
ぎょう

安
あん

定
てい

所
じょ

（ハローワーク） p52

東
とう

京
きょう

外
がい

国
こく

人
じん

雇
こ

用
よう

サービスセンター p52

新
しん

宿
じゅく

外
がい

国
こく

人
じん

雇
こ

用
よう

支
し

援
えん

・指
し

導
どう

センター p53

p55

不
ふ

法
ほう

滞
たい

在
ざい

・	
不
ふ

法
ほう

就
しゅう

労
ろう

p55

留
りゅう

学
がく

生
せい

の卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

の	
就
しゅう

労
ろう

資
し

格
かく

外
がい

活
かつ

動
どう

許
きょ

可
か

p54

就
しゅう

労
ろう

資
し

格
かく

証
しょう

明
めい

書
しょ

p54

51

4
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仕し

事ご
と

・
在ざ

い

留り
ゅ
う

資し

格か
く

公
こ う

共
き ょ う

職
し ょ く

業
ぎ ょ う

安
あ ん

定
て い

所
じ ょ

 
( ハローワーク )

　全
ぜん
国
こく
各
かく
地
ち
にあり、国

こく
籍
せき
の区

く
別
べつ
なく職

しょく
業
ぎょう
相
そう
談
だん
・職

しょく

業
ぎょう
紹
しょう
介
かい
を行

おこな
う国

くに
（厚

こう
生
せい
労
ろう
働
どう
省
しょう
）の機

き
関
かん
で、職

しょく
種
しゅ
、

賃
ちん
金
ぎん
、勤

きん
務
む
時
じ
間
かん
、通

つう
勤
きん
などの希

き
望
ぼう
する条

じょう
件
けん
にあっ

た求
きゅう

人
じん
の紹

しょう
介
かい
をしています。一

いち
部
ぶ
のハローワーク

では外
がい
国
こく
語
ご
通
つう
訳
やく
員
いん
が配

はい
置
ち
されています。

　なお、在
ざい
留
りゅう
カード、パスポート（指

し
定
てい
書
しょ
）等

とう
に

より在
ざい
留
りゅう
資
し
格
かく
及
およ
び就

しゅう
労
ろう
が可

か
能
のう
かどうかを確

かく
認
にん
して

います。

●新
しん
宿
じゅく
公
こう
共
きょう
職
しょく
業
ぎょう
安
あん
定
てい
所
じょ
　西

にし
新
しん
宿
じゅく
庁
ちょう
舎
しゃ

　  新
しん
宿
じゅく
区
く
西
にし
新
しん
宿
じゅく

1-6-1　
　　 新

しん
宿
じゅく
エルタワービル23階

かい

　職
しょく
業
ぎょう
相
そう
談
だん
　  03-5325-9593

　ＪＲ新
しん
宿
じゅく
駅
えき
下
げ
車
しゃ
　徒

と
歩
ほ
3分

ぷん

東
と う

京
き ょ う

外
が い

国
こ く

人
じ ん

雇
こ

用
よ う

 
サービスセンター
 新
しん
宿
じゅく
区
く
四
よつ
谷
や
1-6-1　コモレ四

よつ
谷
や

　 四
よつ
谷
や
タワー13階

かい

 03-5361-8722
 https://jsite.mhlw.go.jp/tokyo-foreigner/

　外
がい
国
こく
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
の方

かた
や専

せん
門
もん
的
てき
・技

ぎ
術
じゅつ
的
てき
分
ぶん
野
や
の在

ざい
留
りゅう

資
し
格
かく
を所

しょ
持
じ
して、仕

し
事
ごと
を探

さが
している外

がい
国
こく
人
じん
の方

かた
を

支
し
援
えん
する国

くに
（厚

こう
生
せい
労
ろう
働
どう
省
しょう
）の機

き
関
かん
です。

（1）	センターをご利
り
用
よう
いただける方

かた

①	「技
ぎ
術
じゅつ
・人

じん
文
ぶん
知
ち
識
しき
・国

こく
際
さい
業
ぎょう
務
む
」、「技

ぎ
能
のう
」などといっ

た専
せん
門
もん
的
てき
・技

ぎ
術
じゅつ
的
てき
分
ぶん
野
や
の在

ざい
留
りゅう
資
し
格
かく
を所

しょ
持
じ
してい

る外
がい
国
こく
人
じん
の方

かた

②	大
だい
学
がく
・大

だい
学
がく
院
いん
・短

たん
大
だい
・専

せん
門
もん
学
がっ
校
こう
卒
そつ
業
ぎょう
後
ご
、日

に
本
ほん
で

の就
しゅう
職
しょく
を希

き
望
ぼう
している外

がい
国
こく
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
の方

かた
（卒

そつ
業
ぎょう

年
ねん
次
じ
の一

ひと
つ前

まえ
の学

がく
年
ねん
から登

とう
録
ろく
が可

か
能
のう
です。）

（2）	お持
も
ちいただくもの（原

げん
本
ぽん
、コピー不

ふ
可
か
）

「技
ぎ
術
じゅつ
・人

じん
文
ぶん
知
ち
識
しき
・国

こく
際
さい
業
ぎょう
務
む
」、「技

ぎ
能
のう
」などの方

かた
…

「在
ざい
留
りゅう
カード」

特
とく
定
てい
活
かつ
動
どう
の方

かた
…「在

ざい
留
りゅう
カード」と「パスポート」

（指
し
定
てい
書
しょ
確
かく
認
にん
のため）

　日
に
本
ほん
で就

しゅう
労
ろう
するには、就

しゅう
労
ろう
が認

みと
められて

いる在
ざい
留
りゅう
資
し
格
かく
が必

ひつ
要
よう
で、在

ざい
留
りゅう
資
し
格
かく
は大

おお
まか

に次
つぎ
の三

みっ
つに分

ぶん
類
るい
できます。

（1）	就
しゅう
労
ろう
に制

せい
限
げん
がない在

ざい
留
りゅう
資
し
格
かく

(4 種
しゅ
類
るい

)：
永
えい
住
じゅう
者
しゃ
、日

に
本
ほん
人
じん
の配

はい
偶
ぐう
者
しゃ
等
とう
、永

えい
住
じゅう
者
しゃ
の

配
はい
偶
ぐう
者
しゃ
等
とう
、定

てい
住
じゅう
者
しゃ

（2）	就
しゅう
労
ろう
が認

みと
められる在

ざい
留
りゅう
資
し
格
かく

(19 種
しゅ
類
るい

)：
外
がい
交
こう
、公

こう
用
よう
、教

きょう
授
じゅ
、芸

げい
術
じゅつ
、宗

しゅう
教
きょう
、報

ほう
道
どう
、

高
こう
度
ど
専
せん
門
もん
職
しょく
、経

けい
営
えい
・管

かん
理
り
、法

ほう
律
りつ
・会

かい
計
けい

業
ぎょう
務
む
、医

い
療
りょう
、研

けん
究
きゅう
、教

きょう
育
いく
、技

ぎ
術
じゅつ
・人

じん
文
ぶん

知
ち
識
しき
・国

こく
際
さい
業
ぎょう
務
む
、企

き
業
ぎょう
内
ない
転
てん
勤
きん
、介

かい
護
ご
、

興
こう
行
ぎょう
、技

ぎ
能
のう
、特

とく
定
てい
技
ぎ
能
のう
、技

ぎ
能
のう
実
じっ
習
しゅう

（3）	就
しゅう
労
ろう
が認

みと
められない在

ざい
留
りゅう
資
し
格
かく

(5種
しゅ
類
るい

)：
文
ぶん
化
か
活
かつ
動
どう
、短

たん
期
き
滞
たい
在
ざい
、留

りゅう
学
がく
、研

けん
修
しゅう
、家

か

族
ぞく
滞
たい
在
ざい

※	「留
りゅう
学
がく
」の在

ざい
留
りゅう
資
し
格
かく
で在

ざい
留
りゅう
する外

がい
国
こく
の方

かた

については、事
じ
前
ぜん
に法

ほう
務
む
省
しょう
地
ち
方
ほう
出
しゅつ
入
にゅう
国
こく
在
ざい

留
りゅう
管
かん
理
り
局
きょく
で資

し
格
かく
外
がい
活
かつ
動
どう
の許

きょ
可
か
を受

う
けれ

ば、一
いっ
定
てい
条
じょう
件
けん
のもと、原

げん
則
そく
として 1週

しゅう
間
かん

28 時
じ
間
かん
以
い
内
ない
のアルバイトが可

か
能
のう
です。

※	「特
とく
定
てい
活
かつ
動
どう
」の在

ざい
留
りゅう
資
し
格
かく
の場

ば
合
あい
は、個

こ
々
こ

に就
しゅう
労
ろう
の可

か
否
ひ
が異

こと
なります。
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仕し

事ご
と

・
在ざ

い

留り
ゅ
う

資し

格か
く

留
りゅう
学
がく
生
せい
の方

かた
…「在

ざい
留
りゅう
カード」と「学

がく
生
せい
証
しょう
」

（3）	通
つう
訳
やく
員
いん
・在

ざい
留
りゅう
資
し
格
かく
に関

かん
するアドバイザーの配

はい

置
ち

①	英
えい
語
ご
・中

ちゅう
国
ごく
語
ご
の通

つう
訳
やく
員
いん
がいます。通

つう
訳
やく
が必

ひつ
要
よう
な

方
かた
はあらかじめ電

でん
話
わ
でご確

かく
認
にん
ください。

	 相
そう
談
だん
時
じ
間
かん
：9:00〜 17:00

②	在
ざい
留
りゅう
資
し
格
かく
に関

かん
する専

せん
門
もん
アドバイスが受

う
けられま

す。
	 相

そう
談
だん
時
じ
間
かん
：10:00～ 17:00

受
うけ
付
つけ
時
じ
間
かん
：9:00〜 17:00

　　　　　（土
ど
・日

にち
・祝

しゅく
休
きゅう
日
じつ
及
およ
び年

ねん
末
まつ
年
ねん
始
し
は休

やす
み）

新
し ん

宿
じ ゅ く

外
が い

国
こ く

人
じ ん

雇
こ

用
よ う

支
し

援
え ん

・
指

し

導
ど う

センター
 	新
しん
宿
じゅく
区
く
歌
か
舞
ぶ
伎
き
町
ちょう

2-42-10　ハローワーク新
しん
宿
じゅく

（歌
か
舞
ぶ
伎
き
町
ちょう
庁
ちょう
舎
しゃ
）1階

かい

 03-3204-8609

　次
つぎ
の在

ざい
留
りゅう
資
し
格
かく
の方

かた
の相

そう
談
だん
・紹

しょう
介
かい
を行

おこな
っています。

○	永
えい
住
じゅう
者
しゃ
、定

てい
住
じゅう
者
しゃ
、日

に
本
ほん
人
じん
の配

はい
偶
ぐう
者
しゃ
等
とう
、永

えい
住
じゅう
者
しゃ
の

配
はい
偶
ぐう
者
しゃ
等
とう
の就

しゅう
労
ろう
に制

せい
限
げん
のない方

かた

○	アルバイトを希
き
望
ぼう
する外

がい
国
こく
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
、家

か
族
ぞく
滞
たい
在
ざい

の方
かた

○	ワーキングホリデーの方
かた

　お持
も
ちいただくもの（原

げん
本
ぽん
、コピー不

ふ
可
か
）

在
ざい
留
りゅう
カード、パスポート（指

し
定
てい
書
しょ
）、学

がく
生
せい
証
しょう
（留

りゅう

学
がく
の在

ざい
留
りゅう
資
し
格
かく
の場

ば
合
あい
）

当
とう
センターは英

えい
語
ご
・中

ちゅう
国
ごく
語
ご
の通

つう
訳
やく
員
いん
が配

はい
置
ち
され

ています。通
つう
訳
やく
が必

ひつ
要
よう
な方

かた
は、あらかじめ電

でん
話
わ
で

来
らい
所
しょ
予
よ
約
やく
の連

れん
絡
らく
をお願

ねが
いします。来

らい
所
しょ
予
よ
約
やく
がある

と待
ま
ち時

じ
間
かん
が無

な
く、スムーズにご案

あん
内
ない
できます。

なお、予
よ
約
やく
をキャンセル、変

へん
更
こう
する場

ば
合
あい
は連

れん
絡
らく
を

お願
ねが
いします。

受
うけ
付
つけ
時
じ
間
かん
：8:30〜 17:15

　　　　　（土
ど
・日

にち
・祝

しゅく
休
きゅう
日
じつ
及
およ
び年

ねん
末
まつ
年
ねん
始
し
は休

やす
み）

出
し ゅ つ

入
に ゅ う

国
こ く

在
ざ い

留
り ゅ う

管
か ん

理
り

局
き ょ く

■	東
と う

京
きょう

出
しゅつ

入
にゅう

国
こ く

在
ざ い

留
りゅう

管
か ん

理
り

局
きょく

 港
みなと
区
く
港
こう
南
なん

5-5-30
 0570-034259

	 03-5796-7234（IP 電
でん
話
わ
・海

かい
外
がい
から）

 http://www.immi-moj.go.jp/

交
こう
通
つう
のご案

あん
内
ない
：① JR 品

しな
川
がわ
駅
えき
港
こう
南
なん
口
ぐち
（東

ひがし
口
ぐち
）から

都
と
バス『品

しな
川
がわ
埠
ふ
頭
とう
（循

じゅん
環
かん
）』または『東

とう
京
きょう
出
しゅつ
入
にゅう
国
こく
在
ざい

留
りゅう
管
かん
理
り
局
きょく
前
まえ
（折

おり
返
かえ
し）』で「東

とう
京
きょう
出
しゅつ
入
にゅう
国
こく
在
ざい
留
りゅう
管
かん
理
り
局
きょく

前
まえ
」下

げ
車
しゃ
、②東

とう
京
きょう
モノレール「天

てん
王
のう
洲
ず
アイル（南

みなみ

口
ぐち
）」またはりんかい線

せん
（埼

さい
京
きょう
線
せん
乗
のり
入
いれ
）「天

てん
王
のう
洲
ず
ア

イル（A出
で
口
ぐち
）」から徒

と
歩
ほ
15分

ふん

ハローワーク新宿

新宿駅
東
口

新宿通り

靖国通り
青梅街道

小
滝
橋
通
り

西
武
新
宿
駅

北口

大
久
保
駅

新
大
久
保
駅

職安通り

大久保通り

至高田馬場至中野

大久保病院

アルタ

しんじゅく多文化
共生プラザ

東京出入国在留管理局

JR 山手線    JR 京浜東北線

天王洲アイル

品　川

旧海岸通り

首都高速１号羽田線

港区清掃工場
日通

交番

NTT
SONY

東京モノレール

京浜運河

り
ん
か
い
線

天
王
洲

ア
イ
ル
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仕し

事ご
と

・
在ざ

い

留り
ゅ
う

資し

格か
く

在
ざい
留
りゅう
資
し
格
かく
の変

へん
更
こう
、在
ざい
留
りゅう
期
き
間
かん
の更
こう
新
しん

　日
に
本
ほん
に在

ざい
留
りゅう
する外

がい
国
こく
人
じん
の在

ざい
留
りゅう
資
し
格
かく
の変

へん
更
こう
や更

こう
新
しん

許
きょ
可
か
、再

さい
入
にゅう
国
こく
許
きょ
可
か
などの在

ざい
留
りゅう
関
かん
係
けい
の申

しん
請
せい
は、お住

す

まいの地
ち
区
く
を管

かん
轄
かつ
する地

ち
方
ほう
出
しゅつ
入
にゅう
国
こく
在
ざい
留
りゅう
管
かん
理
り
局
きょく
で、

申
しん
請
せい
人
にん
本
ほん
人
にん
が行

おこな
います。なお、16歳

さい
未
み
満
まん
の方

かた
、疾

しっ

病
ぺい
などやむを得

え
ない事

じ
情
じょう
で本

ほん
人
にん
が行

い
くことができ

ない方
かた
については、原

げん
則
そく
として同

どう
居
きょ
の親

しん
族
ぞく
の方

かた
が

代
だい
理
り
申
しん
請
せい
する必

ひつ
要
よう
があります。

■	再
さ い

入
にゅう

国
こ く

許
き ょ

可
か

　再
さい
入
にゅう
国
こく
許
きょ
可
か
には数

すう
次
じ
再
さい
入
にゅう
国
こく
許
きょ
可
か
と 1回

かい
限
かぎ
りの許

きょ

可
か
があります。再

さい
入
にゅう
国
こく
許
きょ
可
か
の有

ゆう
効
こう
期
き
限
げん
は、再

さい
入
にゅう
国
こく

許
きょ
可
か
の効

こう
力
りょく
発
はっ
生
せい
の日

ひ
から 5年

ねん
を超

こ
えない範

はん
囲
い
で許

きょ

可
か
されます。

　なお、「みなし再
さい
入
にゅう
国
こく
許
きょ
可
か
」制

せい
度
ど
により、出

しゅっ
国
こく
後
ご

1年
ねん
以
い
内
ない
（在

ざい
留
りゅう
期
き
限
げん
内
ない
に限

かぎ
る）に再

さい
入
にゅう
国
こく
する場

ば
合
あい
は、

有
ゆう
効
こう
な旅

りょ
券
けん
、在

ざい
留
りゅう
カードを提

てい
示
じ
することで、原

げん
則
そく

として許
きょ
可
か
を受

う
ける必

ひつ
要
よう
はありません。ただし、3

か月
げつ
以
い
内
ない
の在

ざい
留
りゅう
期
き
間
かん
を決

けっ
定
てい
された人

ひと
と「短

たん
期
き
滞
たい
在
ざい
」

の人
ひと
は対

たい
象
しょう
外
がい
です。

　詳
くわ
しくは、東

とう
京
きょう
出
しゅつ
入
にゅう
国
こく
在
ざい
留
りゅう
管
かん
理
り
局
きょく
に問

と
い合

あ
わせ

てください。

資
し

格
か く

外
が い

活
か つ

動
ど う

許
き ょ

可
か

	外
がい
国
こく
人
じん
在
ざい
留
りゅう
総
そう
合
ごう
インフォメーションセンター

	  0570-013904
	 　 03-5796-7112（IP 電

でん
話
わ
・海

かい
外
がい
から）

	https://www.moj.go.jp/isa/consultation/
center/index.html

　外
がい
国
こく
人
じん
は、在

ざい
留
りゅう
資
し
格
かく
に定

さだ
められた活

かつ
動
どう
範
はん
囲
い
内
ない
で

活
かつ
動
どう
することはできますが、他

た
の在

ざい
留
りゅう
資
し
格
かく
に属

ぞく
す

る活
かつ
動
どう
で収

しゅう
入
にゅう
を伴

ともな
う事

じ
業
ぎよう
や報

ほう
酬
しゅう
を受

う
ける活

かつ
動
どう
をし

ようとする場
ば
合
あい
には、あらかじめ出

しゅつ
入
にゅう
国
こく
在
ざい
留
りゅう
管
かん
理
り

局
きょく
で許

きょ
可
か
を受

う
けなければなりません。

　留
りゅう
学
がく
生
せい
は､ 勉

べん
学
がく
を目

もく
的
てき
としているため､ 収

しゅう
入
にゅう
を

得
え
る活

かつ
動
どう
は原

げん
則
そく
として認

みと
められませんが､ 学

がく
業
ぎょう
に

支
し
障
しょう
を及

およ
ぼさないことを前

ぜん
提
てい
に､ 出

しゅつ
入
にゅう
国
こく
在
ざい
留
りゅう
管
かん
理
り

局
きょく
で許

きょ
可
か
の申

しん
請
せい
をすれば､ 決

き
められた範

はん
囲
い
内
ない
で就

しゅう

労
ろう
することが許

きょ
可
か
される場

ば
合
あい
もあります｡

●	在
ざい
留
りゅう
資
し
格
かく
：留

りゅう
学
がく

	 曜
よう
日
び
ごとの時

じ
間
かん
は自

じ
由
ゆう

(1 週
しゅう
間
かん
に 28時

じ
間
かん
以
い
内
ない

)
	 長

ちょう
期
き
休
きゅう
業
ぎょう
期
き
間
かん
中
ちゅう
は 1日

にち
8時

じ
間
かん
以
い
内
ない

●	在
ざい
留
りゅう
資
し
格
かく
：家

か
族
ぞく
滞
たい
在
ざい

	 曜
よう
日
び
ごとの時

じ
間
かん
は自

じ
由
ゆう

(1 週
しゅう
間
かん
に 28時

じ
間
かん
以
い
内
ない

)
○	スナック､ パブ､ パチンコ店

てん
など風

ふう
俗
ぞく
営
えい
業
ぎょう
また

は風
ふう
俗
ぞく
関
かん
連
れん
営
えい
業
ぎょう
が行

おこな
われる所

ところ
でのアルバイトは

できません｡
○	｢ 資

し
格
かく
外
がい
活
かつ
動
どう
許
きょ
可
か
｣ を得

え
ていない留

りゅう
学
がく
生
せい
を雇

こ
用
よう

した場
ば
合
あい
や､ 許

きょ
可
か
された範

はん
囲
い
を超

こ
えて働

はたら
かせた

雇
こ
用
よう
主
ぬし
は､ 不

ふ
法
ほう
就
しゅう
労
ろう
助
じょ
長
ちょう
罪
ざい
として 3年

ねん
以
い
下
か
の懲

ちょう

役
えき
または300万

まん
円
えん
以
い
下
か
の罰

ばっ
金
きん
に処

しょ
せられます｡

○	｢ 資
し
格
かく
外
がい
活
かつ
動
どう
許
きょ
可
か
｣ を得

え
ないでアルバイトをし

た留
りゅう
学
がく
生
せい
は､ 1 年

ねん
以
い
下
か
の懲

ちょう
役
えき
もしくは禁

きん
固
こ
また

は200万
まん
円
えん
以
い
下
か
の罰

ばっ
金
きん
に処

しょ
せられます｡

○	留
りゅう
学
がく
生
せい
が､ アルバイトの程

てい
度
ど
を超

こ
えて､ 本

ほん
業
ぎょう
と

して報
ほう
酬
しゅう
目
もく
的
てき
の活

かつ
動
どう
を行

おこな
っている場

ば
合
あい
は､ 国

こく
外
がい

退
たい
去
きょ
となるほか､ 3年

ねん
以
い
下
か
の懲

ちょう
役
えき
もしくは禁

きん
固
こ

または300万
まん
円
えん
以
い
下
か
の罰

ばっ
金
きん
に処

しょ
せられます｡

就
し ゅ う

労
ろ う

資
し

格
か く

証
し ょ う

明
め い

書
し ょ

	外
がい
国
こく
人
じん
在
ざい
留
りゅう
総
そう
合
ごう
インフォメーションセンター

	  0570-013904
	 　 03-5796-7112（IP 電

でん
話
わ
・海

かい
外
がい
から）

	https://www.moj.go.jp/isa/consultation/
center/index.html

　外
がい
国
こく
人
じん
が就

しゅう
労
ろう
する資

し
格
かく
があるかどうかについて

は、旅
りょ
券
けん
に押

お
された上

じょう
陸
りく
許
きょ
可
か
証
しょう
印
いん
などのほか、在

ざい

留
りゅう
カードや資

し
格
かく
外
がい
活
かつ
動
どう
許
きょ
可
か
書
しょ
などで確

かく
認
にん
できます

が、具
ぐ
体
たい
的
てき
にどのような活

かつ
動
どう
が認

みと
められているか

については、各
かく
在
ざい
留
りゅう
資
し
格
かく
で決

き
められた活

かつ
動
どう
を詳

くわ
し
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仕し

事ご
と

・
在ざ

い

留り
ゅ
う

資し

格か
く

くみないとわからない場
ば
合
あい
があります。

　そこで、雇
こ
用
よう
主
ぬし
などと外

がい
国
こく
人
じん
の両

りょう
方
ほう
の利

り
便
べん
を図

はか

るため、外
がい
国
こく
人
じん
が希

き
望
ぼう
する場

ば
合
あい
、本

ほん
人
にん
が行

おこな
うこと

ができる就
しゅう
労
ろう
活
かつ
動
どう
を具

ぐ
体
たい
的
てき
に示

しめ
した就

しゅう
労
ろう
資
し
格
かく
証
しょう
明
めい

書
しょ
が交

こう
付
ふ
されます。

　出
しゅつ
入
にゅう
国
こく
在
ざい
留
りゅう
管
かん
理
り
局
きょく
に申

しん
請
せい
してください。

不
ふ

法
ほ う

滞
た い

在
ざ い

・不
ふ

法
ほ う

就
し ゅ う

労
ろ う

　許
きょ
可
か
された在

ざい
留
りゅう
期
き
間
かん
を超

こ
えて日

に
本
ほん
国
こく
内
ない
に滞

たい
在
ざい
す

ることは、法
ほう
律
りつ
違
い
反
はん
となり、国

こく
外
がい
への退

たい
去
きょ
強
きょう
制
せい
の

対
たい
象
しょう
となります。

　不
ふ
法
ほう
就
しゅう
労
ろう
活
かつ
動
どう
は、不

ふ
法
ほう
滞
たい
在
ざい
者
しゃ

( 不
ふ
法
ほう
入
にゅう
国
こく
者
しゃ
、不

ふ

法
ほう
残
ざん
留
りゅう
者
しゃ
など ) が働

はたら
いてお金

かね
を稼

かせ
いだり、働

はたら
くこ

とが認
みと
められていない在

ざい
留
りゅう
資
し
格
かく

( 短
たん
期
き
滞
たい
在
ざい
、留

りゅう
学
がく

など ) を許
きょ
可
か
されている人

ひと
が、違

い
法
ほう
に働

はたら
いてお金

かね

を稼
かせ
ぐことです。ただし、資

し
格
かく
外
がい
活
かつ
動
どう
の許

きょ
可
か
を受

う

けている場
ば
合
あい
は働

はたら
くことができます。

　なお、働
はたら
くことを認

みと
められていない外

がい
国
こく
人
じん
を

雇
やと
った事

じ
業
ぎょう
主
ぬし
や不

ふ
法
ほう
入
にゅう
国
こく
を援

えん
助
じょ
した人

ひと
などにも罰

ばっ

則
そく
があります。

　不
ふ
法
ほう
就
しゅう
労
ろう
する外

がい
国
こく
人
じん
の存

そん
在
ざい
は、労

ろう
働
どう
面
めん
だけで

なく、風
ふう
俗
ぞく
・治

ち
安
あん
等
とう
いろいろな分

ぶん
野
や
にわたって、

様
さま
々
ざま
な問

もん
題
だい
を引

ひ
き起

お
こしています。また、不

ふ
法
ほう
就
しゅう

労
ろう
している外

がい
国
こく
人
じん
自
じ
身
しん
も、過

か
剰
じょう
な労

ろう
働
どう
をさせられ

たり、労
ろう
働
どう
災
さい
害
がい
にあっても十

じゅう
分
ぶん
な救

きゅう
済
さい
を受

う
けられ

ないなど被
ひ
害
がい
を受

う
ける場

ば
合
あい
があります。

留
り ゅ う

学
が く

生
せ い

の卒
そ つ

業
ぎ ょ う

後
ご

の 
就
し ゅ う

労
ろ う

	外
がい
国
こく
人
じん
在
ざい
留
りゅう
総
そう
合
ごう
インフォメーションセンター

	  �0570-013904
	 　 �03-5796-7112（IP 電

でん
話
わ
・海

かい
外
がい
から）

	https://www.moj.go.jp/isa/consultation/
center/index.html

　留
りゅう
学
がく
生
せい
が卒

そつ
業
ぎょう
後
ご
、日

に
本
ほん
の企

き
業
ぎょう
に就

しゅう
職
しょく
することが

できるかどうかは、在
ざい
留
りゅう
資
し
格
かく
の変

へん
更
こう
が可

か
能
のう
かどう

かによります。出
しゅつ
入
にゅう
国
こく
在
ざい
留
りゅう
管
かん
理
り
局
きょく
で在

ざい
留
りゅう
資
し
格
かく
の変

へん

更
こう
の手

て
続
つづ
きを取

と
り、許

きょ
可
か
を受

う
けられれば就

しゅう
労
ろう
でき

ます。
　手

て
続
つづ
きには主

おも
に次

つぎ
の書

しょ
類
るい
が必

ひつ
要
よう
となります。

①	在
ざい
留
りゅう
資
し
格
かく
変
へん
更
こう
許
きょ
可
か
申
しん
請
せい
書
しょ

②	日
に
本
ほん
での活

かつ
動
どう
に応

おう
じた資

し
料
りょう

③	旅
りょ
券
けん
及
およ
び在

ざい
留
りゅう
カード等

とう

　在
ざい
留
りゅう
資
し
格
かく
変
へん
更
こう
許
きょ
可
か
にあたっては、留

りゅう
学
がく
生
せい
が専

せん
攻
こう

した学
がっ
科
か
、身

み
につけた知

ち
識
しき
・能

のう
力
りょく
と、「技

ぎ
術
じゅつ
・人

じん
文
ぶん

知
ち
識
しき
・国

こく
際
さい
業
ぎょう
務
む
」等

とう
に該

がい
当
とう
する就

しゅう
職
しょく
後
ご
の職

しょく
務
む
に一

いっ

貫
かん
性
せい
があるかどうか、今

こん
回
かい
の就

しゅう
職
しょく
の動

どう
機
き
、就

しゅう
職
しょく
を

希
き
望
ぼう
する理

り
由
ゆう
などが審

しん
査
さ
の対

たい
象
しょう
となります。また、

採
さい
用
よう
する企

き
業
ぎょう
についても、その留

りゅう
学
がく
生
せい
を雇

こ
用
よう
する

目
もく
的
てき
など、その留

りゅう
学
がく
生
せい
の必

ひつ
要
よう
性
せい
が審

しん
査
さ
されます。

労
ろ う

働
ど う

契
け い

約
や く

の締
て い

結
け つ

　日
に
本
ほん
国
こく
内
ない
で働

はたら
く人

ひと
は、国

こく
籍
せき
・性

せい
別
べつ
を問

と
わず、ま

た入
にゅう
国
こく
管
かん
理
り
法
ほう
上
じょう
、合

ごう
法
ほう
、違

い
法
ほう
を問

と
わず原

げん
則
そく
として、

日
に
本
ほん
の労

ろう
働
どう
基
き
準
じゅん
法
ほう
、最

さい
低
てい
賃
ちん
金
ぎん
法
ほう
、労

ろう
働
どう
安
あん
全
ぜん
衛
えい
生
せい
法
ほう
、

労
ろう
働
どう
者
しゃ
災
さい
害
がい
補
ほ
償
しょう
保
ほ
険
けん
法
ほう
などが適

てき
用
よう
されます。

　労
ろう
働
どう
条
じょう
件
けん
に関

かん
する主

しゅ
要
よう
な事

じ
項
こう
については、労

ろう
働
どう

者
しゃ
に書

しょ
面
めん
を交

こう
付
ふ
しなければならないことになって

おり、特
とく
に外

がい
国
こく
人
じん
については言

こと
葉
ば
の行

い
き違

ちが
いが生

しょう
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仕し

事ご
と

・
在ざ

い

留り
ゅ
う

資し

格か
く

じやすいので、後
ご
日
じつ
のトラブルを避

さ
けるため労

ろう
働
どう

契
けい
約
やく
は書

しょ
面
めん
で行

おこな
うことが必

ひつ
要
よう
です。

　労
ろう
働
どう
基
き
準
じゅん
法
ほう
で労

ろう
働
どう
契
けい
約
やく
の締

てい
結
けつ
に際

さい
し、書

しょ
面
めん
の交

こう

付
ふ
が義

ぎ
務
む
づけられている主

おも
な事

じ
項
こう
は次

つぎ
のとおりで

す。
①	労

ろう
働
どう
契
けい
約
やく
の期

き
間
かん
、更

こう
新
しん
の基

き
準
じゅん
に関

かん
する事

じ
項
こう

②	就
しゅう
業
ぎょう
の場

ば
所
しょ
及
およ
び従

じゅう
事
じ
する仕

し
事
ごと
の内

ない
容
よう

③	始
し
業
ぎょう
、終

しゅう
業
ぎょう
の時

じ
刻
こく
、所

しょ
定
てい
労
ろう
働
どう
時
じ
間
かん
を超

こ
える労

ろう
働
どう

の有
う
無
む
、休

きゅう
憩
けい
時
じ
間
かん
、休

きゅう
日
じつ
及
およ
び休

きゅう
暇
か
、就

しゅう
業
ぎょう
時
じ
転
てん
換
かん

に関
かん
する事

じ
項
こう

④	賃
ちん
金
ぎん
の決

けっ
定
てい
、計

けい
算
さん
及
およ
び支

し
払
はら
いの方

ほう
法
ほう
、賃

ちん
金
ぎん
の締

しめ

切
き
り及

およ
び支

し
払
はら
いの時

じ
期
き
、昇

しょう
給
きゅう
に関

かん
する事

じ
項
こう

⑤	退
たい
職
しょく
に関

かん
する事

じ
項
こう

労
ろ う

働
ど う

保
ほ

険
け ん

制
せ い

度
ど

	労
ろう
災
さい
保
ほ
険
けん
制
せい
度
ど
については労

ろう
働
どう
基
き
準
じゅん
監
かん
督
とく
署
しょ

	 雇
こ
用
よう
保
ほ
険
けん
については公

こう
共
きょう
職
しょく
業
ぎょう
安
あん
定
てい
所
じょ

　日
に
本
ほん
には労

ろう
働
どう
者
しゃ
を保

ほ
護
ご
する労

ろう
災
さい
保
ほ
険
けん
と雇

こ
用
よう
保
ほ
険
けん

の二
ふた
つの制

せい
度
ど
があります。

　労
ろう
災
さい
保
ほ
険
けん
制
せい
度
ど
は会

かい
社
しゃ
や事

じ
業
ぎよう
所
しょ
で働

はたら
く労

ろう
働
どう
者
しゃ
が、

業
ぎょう
務
む
上
じょう
または通

つう
勤
きん
途
と
上
じょう
で負

ふ
傷
しょう
あるいは死

し
亡
ぼう
したと

き、療
りょう
養
よう
補
ほ
償
しょう
、休

きゅう
業
ぎょう
補
ほ
償
しょう
、障

しょう
害
がい
補
ほ
償
しょう
、遺

い
族
ぞく
補
ほ
償
しょう
等
とう

を行
おこな
うものです。

　雇
こ
用
よう
保
ほ
険
けん
制
せい
度
ど
は失

しつ
業
ぎょう
した労

ろう
働
どう
者
しゃ
が次

つぎ
の仕

し
事
ごと
につ

くまでの一
いっ
定
てい
期
き
間
かん
、必

ひつ
要
よう
な給

きゅう
付
ふ
をするもので、日

に

本
ほん
に在

ざい
住
じゅう
する外

がい
国
こく
人
じん
は、外

がい
国
こく
公
こう
務
む
員
いん
及
およ
び外

がい
国
こく
の失

しつ

業
ぎょう
補
ほ
償
しょう
制
せい
度
ど
の適

てき
用
よう
を受

う
けていることが立

りっ
証
しょう
された

ものを除
のぞ
き、国

こく
籍
せき
を問

と
わず被

ひ
保
ほ
険
けん
者
しゃ
となります。

　雇
こ
用
よう
主
ぬし
は労

ろう
災
さい
保
ほ
険
けん
制
せい
度
ど
の保

ほ
険
けん
料
りょう
を納

おさ
めなければ

なりません。雇
こ
用
よう
保
ほ
険
けん
については、保

ほ
険
けん
料
りょう
は雇

こ
用
よう

主
ぬし
と労

ろう
働
どう
者
しゃ
が支

し
払
はら
うことになっています。

労
ろ う

働
ど う

相
そ う

談
だ ん

　労
ろう
働
どう
条
じょう
件
けん
や労

ろう
災
さい
保
ほ
険
けん
の相

そう
談
だん
を受

う
けています。

●	東
とう
京
きょう
都
と
労
ろう
働
どう
相
そう
談
だん
情
じょう
報
ほう
センター

 千
ち
代
よ
田
だ
区
く
飯
いい
田
だ
橋
ばし

3-10-3
　 東

とう
京
きょう
しごとセンター9階

かい

 03-3265-6110
英
えい
語
ご
：月

げつ
〜金

きん
曜
よう
日
び
　14:00〜 16:00

中
ちゅう
国
ごく
語
ご
：火

か
〜木

もく
曜
よう
日
び
　14:00〜 16:00

　ほかに、テレビ電
でん
話
わ
通
つう
訳
やく
により、スペイン語

ご
・

ポルトガル語
ご
・フランス語

ご
・ロシア語

ご
・韓

かん
国
こく
語
ご
・

タイ語
ご
・ベトナム語

ご
・ネパール語

ご
・インドネシア

語
ご
・フィリピノ語

ご
・ヒンディー語

ご
・ミャンマー語

ご

に対
たい
応
おう
しています。

●	東
とう
京
きょう
労
ろう
働
どう
局
きょく
外
がい
国
こく
人
じん
特
とく
別
べつ
相
そう
談
だん
・支

し
援
えん
室
しつ

 �新
しん
宿
じゅく
区
く
四
よつ
谷
や
1-6-1 四

よつ
谷
や
タワー13階

かい

　 �外
がい
国
こく
人
じん
在
ざい
留
りゅう
支
し
援
えん
センター（FRESC/ フレスク）

内
ない

 �03-5361-8728
英
えい
語
ご
：月

げつ
〜金

きん
曜
よう
日
び

中
ちゅう
国
ごく
語
ご
：月

げつ
〜金

きん
曜
よう
日
び

タガログ語
ご
：月

げつ
・火

か
・水

すい
・金

きん
曜
よう
日
び

ベトナム語
ご
：火

か
・木

もく
・金

きん
曜
よう
日
び

ネパール語
ご
：月

げつ
〜木

もく
曜
よう
日
び

カンボジア語
ご
：水

すい
曜
よう
日
び

モンゴル語
ご
：金

きん
曜
よう
日
び

時
じ
間
かん
：9:30〜 16:30

（12：00〜 13：00を除
のぞ
く）

●	新
しん
宿
じゅく
労
ろう
働
どう
基
き
準
じゅん
監
かん
督
とく
署
しょ
 外
がい
国
こく
人
じん
労
ろう
働
どう
者
しゃ
相
そう
談
だん
コーナー

 �新
しん
宿
じゅく
区
く
百
ひゃく
人
にん
町
ちょう

4-4-1 新
しん
宿
じゅく
労
ろう
働
どう
総
そう
合
ごう
庁
ちょう
舎
しゃ

4階
かい

 �03-5338-5582
英
えい
語
ご
：月

げつ
・火

か
曜
よう
日
び

中
ちゅう
国
ごく
語
ご
：火

か
・木

もく
・金

きん
曜
よう
日
び

ミャンマー語
ご
：月

げつ
曜
よう
日
び

韓
かん
国
こく
語
ご
：木

もく
・金

きん
曜
よう
日
び

タイ語
ご
：水

すい
曜
よう
日
び



57

仕し

事ご
と

・
在ざ

い

留り
ゅ
う

資し

格か
く

インドネシア語
ご
：水

すい
曜
よう
日
び

時
じ
間
かん
：9:30～ 16:30

（12:00～ 13:00を除
のぞ
く）

●品
しな
川
がわ
労
ろう
働
どう
基
き
準
じゅん
監
かん
督
とく
署
しょ
 外
がい
国
こく
人
じん
労
ろう
働
どう
者
しゃ
相
そう
談
だん
コーナー

 品
しな
川
がわ
区
く
上
かみ
大
おお
崎
さき

3-13-26
 �03-3440-7556

中
ちゅう
国
ごく
語
ご
：水

すい
・金

きん
曜
よう
日
び

タガログ語
ご
：月

げつ
・木

もく
曜
よう
日
び

時
じ
間
かん
：9:30～ 16:30

（12:00～ 13:00を除
のぞ
く）

●	厚
こう
生
せい
労
ろう
働
どう
省
しょう
外
がい
国
こく
人
じん
労
ろう
働
どう
者
しゃ
向
む
け相
そう
談
だん
ダイヤル

時
じ
間
かん
：10:00〜 15:00

（12：00〜 13：00を除
のぞ
く）

英
えい
語
ご
：月

げつ
〜金

きん
曜
よう
日
び
	  0570-001701

中
ちゅう
国
ごく
語
ご
：月

げつ
〜金

きん
曜
よう
日
び
	  0570-001702

ポルトガル語
ご
：月

げつ
〜金

きん
曜
よう
日
び
	  0570-001703

スペイン語
ご
：月

げつ
〜金

きん
曜
よう
日
び
	  0570-001704

タガログ語
ご
：月

げつ
〜金

きん
曜
よう
日
び
	  0570-001705

ベトナム語
ご
：月

げつ
〜金

きん
曜
よう
日
び
	  0570-001706

ミャンマー語
ご
：月

げつ
曜
よう
日
び
	  0570-001707

ネパール語
ご
：月

げつ
〜木

もく
曜
よう
日
び
	  0570-001708

韓
かん
国
こく
語
ご
：木

もく
・金

きん
曜
よう
日
び
	  0570-001709

タイ語
ご
：水

すい
曜
よう
日
び
	  0570-001712

インドネシア語
ご
：水

すい
曜
よう
日
び
	  0570-001715

カンボジア語
ご
：水

すい
曜
よう
日
び
	  0570-001716

モンゴル語
ご
：金

きん
曜
よう
日
び
	  0570-001718




